
一
九
三
〇

年
代
に

おけ
る
海
軍
の
宣
伝
と
国
民
的
組
織
整
備
構
想
土
田
宏
成

　
　
海
軍協
会
の
発
達
と
そ
の
活
動

目
o
■
δ
唱
6
芦
亀
①
o
喘
穿
0
2
§
巨
日
o
一
〇
烏
。
O
の
⇔
巨
ユ
仔
0
6
0
口
8
喝
吟
亀
一
）
2
0
】
o
唱
芦
ぬ
①
Z
①
口
o
目
巴
O
『
o
良
目
6
⇔
2
邑
o
唱
日
6
日
窪
序
0
2
§

戸㌔
6
0
飴
5
ら
一
富
＞
6
1
6
Φ

は
じ
め
に

0斎藤
実
の
海
軍
協
会
会
長
就
任

②
地
方
組
織
の
整
備
と
海
軍
の
後
援
・
指
導

③
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
予
備
交
渉
に
際
し
て

④
海
軍
協
会
の
宣
伝
活
動
の
内
容

お
わり
に

［論
文
要旨
］

　満州
事
変
後
に
お
け
る
軍
部
の
宣
伝
活
動
が
、
国
民
世
論
を
軍
国
主
義
的
な
方
向
に
導
く
う
え
で
　
　
　
　
で
あ
る
国
民
的
基
盤
の
弱
さ
を
克
服
し
よ
う
と
試
み
る
。
具
体
的
に
は
、
陸
軍
の
在
郷
軍
人
会
に
相

大き
な
力
を
発
揮
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
陸
軍
の
宣
伝
に
関
　
　
　
当
す
る
よ
う
な
国
民
的
組
織
を
持
つ
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
海
軍
が
採
用
し
た
の
は
、
既

心
が集
中
し
て
お
り
、
海
軍
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
海
軍
の
宣
伝
は
内
容
、
　
　
　
存
組
織
で
あ
る
海
軍
協
会
の
拡
充
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
海
軍
協
会
は
、
海
軍
当
局
の
指

規
模
、
影
響
力
と
も
に
陸
軍
に
及
ば
な
か
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
導
と
支
援
の
下
に
、
海
軍
の
長
老
で
政
治
力
も
あ
る
斎
藤
実
を
新
会
長
に
迎
え
、
全
国
府
県
単
位
に

　海
軍
の
宣
伝
が
陸
軍
の
宣
伝
に
及
ば
な
か
っ
た
最
大
の
原
因
は
、
海
軍
の
国
民
的
基
盤
の
弱
さ
に
　
　
　
　
知
事
を
長
と
す
る
支
部
を
設
置
し
、
大
々
的
に
会
員
を
募
集
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
四
年
の
第
二

求
め
ら
れ
る
。
陸
軍
の
宣
伝
が
強
力
だ
っ
た
の
は
、
国
民
の
間
に
多
数
の
会
員
を
持
ち
、
「
軍
隊
と
　
　
　
次
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
の
予
備
交
渉
、
三
五
年
の
本
会
議
に
向
け
て
、
宣
伝
活
動
に
力
を
入
れ

国
民
と
の
媒
介
者
」
の
役
目
を
果
た
し
た
在
郷
軍
人
会
を
利
用
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
陸
海
軍
の
軍
　
　
　
　
て
い
く
。
そ
の
主
張
は
海
軍
の
立
場
を
代
弁
す
る
も
の
で
、
現
行
の
海
軍
軍
縮
条
約
体
制
を
批
判
し
、

隊と
し
て
の
基
本
的
性
格
の
違
い
か
ら
、
在
郷
軍
人
の
数
に
お
い
て
陸
軍
が
海
軍
を
圧
倒
し
て
い
た
。
　
　
　
英
米
と
の
軍
備
平
等
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
従
来
の
軍
縮
会
議
の
際
に
は
見
ら
れ

そ
の
た
め
在
郷
軍
人
会
は
陸
海
軍
共
通
の
組
織
で
は
あ
っ
た
が
、
事
実
上
陸
軍
の
組
織
で
あ
っ
た
の
　
　
　
　
な
か
っ
た
、
組
織
的
な
宣
伝
活
動
が
展
開
さ
れ
た
結
果
、
国
内
世
論
は
強
硬
論
で
統
一
さ
れ
、
日
本

であ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
国
際
的
な
海
軍
軍
縮
条
約
体
制
か
ら
離
脱
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
海
軍
も
陸
軍
と
同
様
に
国
防
宣
伝
を
行
う
必
要
に
迫
ら
れ
、
そ
の
弱
点

5
3
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は

じ
め
に

　
満

州
事
変
後
に
お
け
る
軍
部
の
宣
伝
活
動
が
、
国
民
世
論
を
軍
国
主
義
的
な
方
向

に
導
く
う
え
で
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
陸
軍
の
宣
伝

活
動
、
特
に
満
州
事
変
の
直
前
に
着
手
さ
れ
、
事
変
勃
発
後
に
大
々
的
に
展
開
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
よ
う
に
な
っ
た
国
防
思
想
普
及
運
動
に
つ
い
て
は
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
海
軍
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
満
州
事
変
期
の
軍
部
の

宣
伝
政
策
に
関
す
る
資
料
を
収
録
し
た
『
資
料
日
本
現
代
史
　
8
　
満
洲
事
変
と
国

民
動
員
』
に
お
い
て
も
、
海
軍
の
宣
伝
活
動
は
内
容
、
規
模
、
影
響
力
と
も
に
陸
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
及
ば
な
か
っ
た
と
し
て
割
愛
さ
れ
て
い
る
。

　
海
軍
の
宣
伝
が
陸
軍
の
宣
伝
に
及
ば
な
か
っ
た
最
大
の
原
因
は
、
海
軍
の
国
民
的

基
盤
の

弱
さ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
、
在
郷
軍
人
を
構
成

員
と
す
る
帝
国
在
郷
軍
人
会
が
設
立
さ
れ
た
。
在
郷
軍
人
会
は
軍
事
動
員
組
織
と
し

て

だ
け
で
な
く
、
「
軍
隊
と
国
民
と
の
媒
介
者
」
、
「
軍
部
の
身
が
わ
り
」
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

国
民
に
軍
国
主
義
を
広
め
る
役
割
を
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。
会
は
当
初
陸
軍
の
組
織

と
し
て
出
発
し
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
は
海
軍
も
参
加
す
る
が
、
人
が
戦
力

の

中
心
で
あ
り
徴
兵
制
度
に
基
づ
い
て
兵
員
を
集
め
る
陸
軍
と
、
艦
船
が
戦
力
の
中

心
で

あ
り
志
願
兵
を
中
心
に
兵
員
を
集
め
る
海
軍
で
は
、
そ
の
在
郷
軍
人
数
に
お
い

て

陸
軍
が
海
軍
を
圧
倒
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
在
郷
軍
人
会
は
制
度
上
は
陸
海
軍
共

通
の
組
織
で

あ
っ
た
が
、
事
実
上
は
陸
軍
の
組
織
で
あ
り
、
陸
軍
は
そ
れ
を
フ
ル
に

活
用
す
る
こ
と
で
強
力
な
宣
伝
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
地
方
的
基
盤
に
お
い
て
も
海
軍
は
陸
軍
に
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
。
陸
軍
は
、
全
国

に
多
数
の
軍
隊
を
分
散
配
置
し
て
い
た
が
（
そ
し
て
、
そ
の
背
後
に
多
数
の
在
郷
軍

人

が
控
え
て
い
た
）
、
一
方
の
海
軍
は
と
い
え
ば
、
横
須
賀
、
呉
、
佐
世
保
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

限
ら
れ
た
軍
港
都
市
に
施
設
が
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
国
民
的
基
盤
の
強
弱
、
特
に
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
国
民
的
組

織
を
有
し
て
い
た
か
否
か
が
、
陸
海
軍
の
宣
伝
力
の
差
と
な
っ
て
現
れ
た
と
い
う
説

明
が
容
易
に
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
際
協
調
主
義
を
挫
折
さ
せ
、
日
米
戦
争
へ
の
道
を
準
備
し
た
も
の

と
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
お
け
る
日
本
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍

縮
条
約
体
制
か
ら
の
離
脱
を
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ス
テ
フ
ェ
ン
・
ペ
ル
ツ

は
「
海
軍
の
宣
伝
活
動
が
条
約
を
終
結
に
み
ち
び
い
た
決
定
的
要
素
で
あ
っ
た
」
と

指
摘

し
て
い
る
。
ペ
ル
ツ
は
、
海
軍
は
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
報
道
機
関
へ
の
働
き

か

け
、
大
量
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
出
版
、
海
軍
に
同
調
的
な
各
種
の
組
織
・
団
体
の

活

用
な
ど
に
よ
っ
て
、
国
民
の
支
持
を
取
り
付
け
、
政
府
に
軍
縮
の
終
結
を
受
諾
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

せ

る
に
至
っ
た
、
と
す
る
。
ま
た
、
最
近
の
研
究
も
、
海
軍
軍
縮
条
約
体
制
か
ら
の

離
脱
に
関
し
て
、
海
軍
の
宣
伝
と
、
そ
れ
に
煽
ら
れ
強
硬
化
し
た
世
論
の
重
要
性
を

　
　
　
　
　
（
6
）

指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
指
摘
は
一
見
、
海
軍
の
宣
伝
力
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
と
す
る
前

述
の

分
析
結
果

と
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
満
州
事
変
後
に
宣
伝
力
強
化
の

必
要
を
感
じ
た
海
軍
が
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
海
軍
軍
縮
条
約
の
改
定
に
向
け
て

宣
伝
政
策
を
展
開
し
て
い
っ
た
結
果
、
と
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
際
、

海
軍
の
最
大
の
弱
点
で
あ
る
国
民
的
基
盤
の
弱
さ
を
、
い
か
に
克
服
す
る
か
が
課
題

と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
海
軍
も
、
陸
軍
の
在
郷
軍
人
会
に
相
当
す
る

よ
う
な
「
軍
隊
と
国
民
と
の
媒
介
者
」
、
「
軍
部
の
身
が
わ
り
」
と
な
る
国
民
的
組
織

を
持
と
う
と
す
る
。
そ
れ
は
新
組
織
の
設
立
で
は
な
く
、
既
存
組
織
の
拡
大
強
化
と

い
う
形
で
進
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
組
織
こ
そ
前
掲
ペ
ル
ツ
論
文
で
も
海
軍
関
係
の
諸

団
体
の
一
つ
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
海
軍
協
会
で
あ
っ
た
。

　
海
軍
の
宣
伝
強
化
策
に
よ
り
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
度
末
に
約
一
万
ほ
ど
で

あ
っ
た
海
軍
協
会
の
会
員
数
は
、
三
三
年
度
末
に
約
三
万
二
千
、
三
四
年
度
末
に
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

七
万
五
千
、
三
五
年
度
末
に
約
一
六
万
、
三
六
年
度
末
に
約
一
八
万
と
急
増
し
、
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
洋
戦
争
末
期
の
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
六
月
に
は
約
＝
五
万
に
達
し
た
。
地
方

組
織
も
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
⊥
ハ
）
三
月
末
現
在
、
内
地
の
道
府
県
・
軍
港
都
市
な
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土田宏成［一九三〇年代における海軍の宣伝と国民的組織整備構想］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ど
に
七
五
支
部
、
海
外
の
植
民
地
な
ど
に
二
六
支
部
を
有
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

　
本
稿
で

は
、
一
九
三
〇
年
代
の
海
軍
の
宣
伝
政
策
を
、
海
軍
が
そ
の
た
め
の
国
民

的
組
織
と
す
べ
く
育
成
し
た
海
軍
協
会
の
動
向
に
注
目
し
て
論
じ
て
み
た
い
。

●
斎
藤
実
の
海
軍
協
会
会
長
就
任

　
海
軍
協
会
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
、
当
時
焦
点
と
な
っ
て
い
た
海
軍
軍
拡
の

実
現

（
い

わ
ゆ
る
「
入
八
艦
隊
」
の
整
備
）
を
目
指
す
民
間
団
体
と
し
て
、
佐
藤
鉄

太
郎
海
軍
中
将
（
一
九
一
〇
年
に
『
帝
国
国
防
史
論
』
を
著
し
た
海
軍
思
想
家
と
し

て

有
名
）
の
大
海
軍
主
義
に
共
鳴
し
た
新
聞
記
者
な
ど
の
民
間
人
、
在
郷
海
軍
軍
人
、

財
界
人
、
官
僚
、
貴
族
院
議
員
な
ど
に
よ
っ
て
、
欧
米
の
海
軍
協
会
を
モ
デ
ル
に
設

立

さ
れ
た
。
当
初
は
海
軍
軍
拡
運
動
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
国
民
的
組
織
と
す

る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
設
立
前
に
軍
拡
実
現
の
見
通
し
が
つ
い
て
し

ま
い
、
そ
の
必
要
性
が
薄
れ
た
こ
と
、
ま
た
海
軍
当
局
も
組
織
の
巨
大
化
に
よ
っ
て

協
会
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
か
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民

的
組
織
化
路
線
は
否
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
一
九
二
二
（
大
正
二
）
年
の
ワ

シ
ン
ト
ン
会
議
を
境
に
日
本
の
海
軍
政
策
が
軍
拡
か
ら
軍
縮
に
転
じ
た
こ
と
で
、
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

軍
協
会
は
海
軍
軍
拡
の
実
現
と
い
う
最
大
の
目
標
を
失
っ
て
し
ま
う
。

　
そ
こ
で
協
会
は
活
動
の
中
心
を
、
海
軍
・
海
運
な
ど
海
事
に
関
す
る
調
査
研
究
、

軍
艦
・
軍
港
見
学
会
の
開
催
、
海
軍
記
念
日
に
お
け
る
行
事
の
主
催
な
ど
、
海
軍
・

海
運
の
P
R
事
業
に
置
く
こ
と
と
し
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
海
軍
大
臣
・

逓
信
大
臣
管
轄
下
の
社
団
法
人
と
な
る
こ
と
で
、
会
勢
の
拡
大
を
図
っ
た
。
し
か
し
、

時
流
に
抗
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
社
団
法
人
化
し
た
と
き
四
、
四
五
七
人
だ
っ

た
会
員
数
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
は
九
、
六
五
二
人
ま
で
増
加
し
た
が
、

ロ

ン

ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
締
結
後
の
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
は
九
、
四
五
六
人

と
な
り
早
く
も
減
少
に
転
じ
た
。
組
織
網
も
、
東
京
に
本
部
、
神
戸
、
大
阪
、
広
島
、

函
館
、
名
古
屋
、
福
岡
、
佐
世
保
、
呉
、
満
州
、
小
樽
、
青
島
、
室
蘭
、
京
都
に
支

部
（
以
上
設
置
順
）
、
横
須
賀
、
金
沢
、
徳
山
、
京
城
に
支
部
よ
り
も
規
模
の
小
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

な
委
員
部
と
い
う
も
の
で
、
全
国
組
織
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
一
年
九
月
に
満
州
事
変
が
勃
発
す
る
と
、
海
軍
も
陸
軍
と
同
様
に
国
防
宣

伝
を
行
う
必
要
性
が
生
じ
て
き
た
が
、
海
軍
は
、
前
年
の
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議

時
の
宣
伝
政
策
の
失
敗
や
、
在
郷
軍
人
会
を
動
員
し
た
陸
軍
の
国
防
思
想
普
及
運
動

の
成
功

に
か
ん
が
み
、
自
己
の
指
導
下
に
国
民
的
組
織
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
認

識
す
る
。
そ
う
し
た
海
軍
が
目
を
つ
け
た
の
が
、
か
つ
て
一
度
は
国
民
的
組
織
と
す

る
こ
と
を
否
定
し
た
海
軍
協
会
だ
っ
た
。
会
勢
の
不
振
に
悩
む
協
会
側
と
し
て
も
海

軍
当
局
と
の
連
携
強
化
は
望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　

そ
の
具
体
的
な
動
き
は
満
州
事
変
の
勃
発
か
ら
約
二
ヶ
月
後
の
二
月
二
五
日
に

東
京
で
開
か
れ
た
海
軍
協
会
の
第
一
回
支
部
長
会
議
か
ら
始
ま
っ
た
。
会
議
参
加
者

は
、
小
林
踏
三
海
軍
次
官
に
よ
る
午
餐
会
に
招
か
れ
、
小
林
の
「
満
州
事
変
二
対
ス

ル

海
軍
ノ
方
策
並
二
寿
府
軍
縮
会
議
二
臨
ム
海
軍
ノ
腹
案
」
に
関
す
る
講
演
を
聞
い

た
。
支
部
長
会
議
の
開
催
は
海
軍
協
会
に
と
っ
て
「
多
年
ノ
宿
望
」
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

「
経
費
上
ノ
関
係
」
に
よ
り
実
現
で
き
な
い
ま
ま
で
い
た
。
そ
れ
が
こ
の
時
に
実
現

し
た
背
景
に
海
軍
当
局
か
ら
の
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
陸
軍

と
同
様
に
満
州
事
変
、
お
よ
び
国
際
連
盟
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
一
般
軍
縮
会
議
（
翌
年
二

月
に
開
催
予
定
）
に
対
応
す
る
た
め
、
海
軍
の
宣
伝
活
動
が
強
化
さ
れ
始
め
た
の
で

あ
る
。

　
そ
し
て
海
軍
協
会
の
組
織
改
革
が
始
ま
る
。
ま
ず
は
本
部
役
員
人
事
の
刷
新
で
あ

る
。
海
軍
協
会
の
役
員
に
は
、
会
長
、
副
会
長
、
常
務
理
事
、
理
事
、
監
事
、
評
議

員
の
別
が
あ
り
、
理
事
・
監
事
は
評
議
員
の
互
選
に
よ
り
、
ま
た
会
長
、
副
会
長
、

常
務
理
事
は
理
事
の
互
選
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
当
時
の
理
事
以
上
の
本
部
役
員
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【会
長
】
内
田
嘉
吉
（
元
台
湾
総
督
、
元
逓
信
次
官
、
貴
族
院
勅
選
議
員
）

【副
会
長
】
松
波
仁
一
郎
（
法
学
博
士
、
元
東
京
帝
大
教
授
く
一
九
二
八
年
に
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停
年
退
官
〉
、
海
法
の
専
門
家
で
海
軍
大
学
校
教
授
を
務
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
）
、

堀
内
三
郎
（
後
備
役
海
軍
中
将
、
海
兵
一
七
期
、
軍
務
局
長
、
海
大
校
長
、
軍

令
部
次
長
、
横
須
賀
鎮
守
府
司
令
長
官
な
ど
を
経
て
、
一
九
二
五
年
予
備
役
編

入
）【常

務
理
事
】
牟
田
亀
太
郎
（
予
備
役
海
軍
少
将
、
海
兵
二
五
期
、
佐
世
保
鎮

守
府
参
謀
長
な
ど
を
経
て
、
一
九
二
四
年
予
備
役
編
入
）

【理
事
】
橋
本
圭
三
郎
（
日
本
石
油
社
長
、
貴
族
院
勅
選
議
員
、
元
大
蔵
次
官
・

農
商
務
次
官
）
、
武
田
秀
雄
（
退
役
海
軍
機
関
中
将
、
海
軍
機
関
学
校
長
な
ど

を
経
て
、
一
九
一
四
年
予
備
役
編
入
。
そ
の
後
、
三
菱
入
り
し
、
三
菱
造
船
会

長
な
ど
を
歴
任
）
、
南
郷
次
郎
（
予
備
役
海
軍
少
将
、
海
兵
二
六
期
、
佐
世
保

防
備
隊
司
令
な
ど
を
経
て
一
九
二
四
年
予
備
役
編
入
。
嘉
納
治
五
郎
を
叔
父
に

持
つ
柔
道
家
と
し
て
も
有
名
）
、
有
賀
長
文
（
三
井
合
名
常
務
）
、
遠
藤
格
（
予

備
役
海
軍
少
将
、
海
兵
二
八
期
、
軍
務
局
第
二
課
長
、
軍
令
部
第
一
班
第
一
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
3
）

長
、
佐
世
保
防
備
隊
司
令
な
ど
を
経
て
、
一
九
二
七
年
予
備
役
編
入
）

【理
事
】
橋
本
圭
三
郎
（
留
任
）
、
武
田
秀
雄
（
留
任
）
、
南
郷
次
郎
（
留
任
）
、

深
尾

隆
太
郎
（
日
清
汽
船
社
長
、
男
爵
、
貴
族
院
男
爵
議
員
、
新
任
）
、
有
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

長
文

（留
任
）
、
遠
藤
格
（
留
任
）

　
総
会
閉
会
後
、
数
次
に
わ
た
っ
て
評
議
員
の
会
合
が
持
た
れ
、
後
任
会
長
人
事
が

話

し
合
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
海
軍
協
会
は
欧
米
の
そ
れ
に
倣
っ
て
海
軍
出
身
者
を
会

長

に
し
な
い
と
し
て
き
た
従
来
の
慣
例
を
破
り
（
初
代
会
長
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
樺

山
資
紀
は
海
軍
出
身
の
ゆ
え
を
も
っ
て
名
誉
会
長
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
徳
川
頼
倫
侯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

爵
が
会
長
に
迎
え
ら
れ
、
徳
川
の
死
去
後
は
内
田
が
会
長
を
務
め
て
い
た
）
、
海
軍

の

長
老
に
し
て
前
朝
鮮
総
督
の
斎
藤
実
退
役
海
軍
大
将
を
会
長
に
迎
え
る
こ
と
に
決

め
る
。
そ
れ
を
う
け
三
月
三
一
日
に
開
か
れ
た
評
議
員
会
・
理
事
会
で
、
ま
ず
堀
内
、

牟
田
、
南
郷
、
遠
藤
ら
海
軍
出
身
理
事
が
辞
任
し
理
事
の
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
た
後
、

会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
が
改
め
て
互
選
さ
れ
た
。

　
新
し
い
役
員
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
役
員
の
任
期
は
三
年
で
、
当
時
の
役
員
の
任
期
は
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
月

ま
で
と
な
っ
て
い
た
。
今
度
の
役
員
改
選
に
際
し
て
は
、
二
期
に
わ
た
っ
て
会
長
を

務
め
て
き
た
内
田
の
辞
任
が
確
実
視
さ
れ
て
お
り
、
組
織
の
強
化
拡
大
に
向
け
て
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

任
に
は
大
物
会
長
を
推
戴
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
。

　
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
月
二
九
日
、
海
軍
協
会
の
定
時
総
会
で
役
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、
改
選
さ
れ
た
理
事
は
内
田
会
長
辞
任
後
の
会
長
ポ
ス
ト
を
欠
員
と
し
、

暫
定
的
な
副
会
長
と
常
務
理
事
を
互
選
し
た
。
改
選
後
の
本
部
役
員
の
構
成
は
次
の

通
り
で
あ
っ
た
。

【副
会
長
】
堀
内
三
郎
（
留
任
）
、
西
沢
公
雄

新
任
）

【常
務
理
事
】
牟
田
亀
太
郎
（
留
任
）

（元
官
営
製
鉄
所
大
冶
出
張
所
長
、

【会
長
】
斎
藤
実
（
新
任
）

【副
会
長
】
有
吉
忠
一
（
貴
族
院
勅
選
議
員
、
前
横
浜
市
長
、
元
朝
鮮
総
督
府

政
務
総
監
、
内
務
省
出
身
、
新
任
）
、
堀
内
三
郎
（
再
選
）

【常
務
理
事
】
牟
田
亀
太
郎
（
再
選
）

【理
事
】
橋
本
圭
三
郎
（
留
任
）
、
西
沢
公
雄
（
副
会
長
か
ら
降
格
・
留
任
）
、

武
田
秀
雄
（
留
任
）
、
高
橋
節
雄
（
予
備
役
海
軍
少
将
、
海
兵
二
六
期
、
佐
世

保
防
備
隊
司
令
な
ど
を
経
て
、
一
九
二
五
年
予
備
役
編
入
、
新
任
）
、
深
尾
隆

太
郎

（留
任
）
、
有
賀
長
文
（
留
任
）
、
渥
美
育
郎
（
大
阪
商
船
東
京
支
店
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

新
任
）
、
遠
藤
格
（
再
選
）

　
そ
の
経
歴
か
ら
し
て
斎
藤
は
理
想
の
会
長
と
い
え
た
。
も
と
も
と
斎
藤
は
海
軍
協

会

と
関
係
が
深
く
、
そ
の
設
立
の
際
に
も
協
力
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
名
誉
会
員
と
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（
1
8
）

し
て
協
会
と
の
関
係
を
有
し
て
い
た
。

　
副
会
長
の
有
吉
忠
一
は
、
斎
藤
が
一
度
目
の
朝
鮮
総
督
を
務
め
た
際
（
一
九
一
九

年
八
月
～
二
七
年
一
二
月
）
、
そ
の
下
で
朝
鮮
総
督
府
政
務
総
監
を
務
め
た
（
二
二

年
六
月
～
二
四
年
七
月
）
人
物
で
あ
り
、
斎
藤
と
の
個
人
的
な
関
係
か
ら
副
会
長
に

就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
物
内
務
官
僚
の
副
会
長
就
任
は
、
協

会
が
地
方
組
織
を
整
備
し
て
い
く
た
め
に
重
要
で
あ
っ
た
。
な
お
、
理
事
の
人
事
に

つ
い
て

は
、
新
た
に
海
運
関
係
者
（
深
尾
、
渥
美
）
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
斎
藤
を
会
長
に
迎
え
た
効
果
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
常
務
理
事
の
牟
田
亀
太
郎
は
後

に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
従
来
世
間
に
は
海
軍
協
会
の
存
在
す
ら
知
る
も
の
多
か
ら
ず
、
之
を
顧
み
る
も

　
　
の
絶
無
な
ら
ざ
る
も
甚
だ
少
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
一
旦
会
長
に
子
爵
の
氏

　
　
名
現
は
る
・
や
、
協
会
の
後
援
を
依
頼
し
来
る
も
の
続
々
現
は
れ
、
玉
石
混
清

　
　
な
れ
ば
其
の
応
対
取
扱
に
甚
だ
悩
ま
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
海
軍
協
会
は
久
し
く

　
　
思
想
的
逆
風
と
闘
ひ
、
経
済
的
反
流
に
悼
し
て
ゐ
た
が
、
練
達
令
名
の
老
船
長

　
　
を
迎
へ
得
て
か
ら
は
、
万
帆
に
順
風
を
孕
ま
せ
強
流
の
順
潮
に
乗
つ
て
洋
々
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
る
海
路
を
快
走
す
る
観
が
あ
つ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
斎
藤
を
新
会
長
に
迎
え
て
ま
も
な
く
、
五
・
一
五
事
件
に
よ
っ
て
犬

養
毅
首
相
が
暗
殺
さ
れ
る
と
、
斎
藤
に
組
閣
の
大
命
が
下
る
。
そ
れ
に
伴
い
首
相
が

民

間
団
体
の
役
員
を
兼
務
す
る
こ
と
の
当
否
に
つ
い
て
各
方
面
か
ら
意
見
が
出
た
が
、

斎
藤
は
熟
慮
の
末
、
日
露
協
会
会
頭
、
中
央
教
化
団
体
連
合
会
会
長
な
ど
と
と
も
に

海
軍
協
会
会
長
も
辞
す
る
こ
と
な
く
、
従
来
通
り
兼
務
す
る
こ
と
に
し
た
。
斎
藤
会

長
の
首
相
就
任
で
海
軍
協
会
の
権
威
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
（
会
務
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

処
理
に

つ
い
て
斎
藤
は
有
吉
副
会
長
に
一
任
し
た
）
。

②
地
方
組
織
の
整
備
と
海
軍
の
後
援
・
指
導

本
部
役
員
の
人
事
を
刷
新
し
た
協
会
は
、
続
い
て
地
方
組
織
の
拡
充
に
着
手
す
る
。

一
九

三

二

（昭
和
七
）
年
六
月
入
日
の
定
例
理
事
会
で
は
、
各
地
方
長
官
、
六
大
都

市
市
長
、
軍
港
市
長
に
斎
藤
会
長
名
を
も
っ
て
五
月
二
〇
日
付
で
（
因
み
に
斎
藤
へ

の
大
命
降
下
は
二
二
日
、
内
閣
成
立
は
二
六
日
）
援
助
依
頼
状
を
送
付
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
長
官
の
異
動
が
な
さ
れ
た
後
の
七
月
一
四
日
に
は

改
め

て

新
任
・
転
任
の
地
方
長
官
二
七
名
へ
有
吉
副
会
長
名
を
も
っ
て
援
助
依
頼
状

　
　
　
　
（
2
2
）

が
送
ら
れ
た
。

　
七

月
二
二
日
か
ら
二
四
日
に
は
牟
田
常
務
理
事
が
地
方
長
官
会
議
の
た
め
上
京
中

の

各
地
方
長
官
を
歴
訪
し
、
二
七
日
に
は
有
吉
副
会
長
名
を
も
っ
て
各
地
方
長
官
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

対
し
て
支
部
設
立
の
依
頼
状
を
送
付
し
た
。

　
さ
ら
に
九
月
九
日
協
会
は
、
学
務
部
長
会
議
の
た
め
に
上
京
中
の
道
府
県
の
学
務

部
長
を
招
待
し
て
晩
餐
会
を
催
し
た
。
そ
の
席
上
有
吉
副
会
長
は
「
近
く
協
会
が
全

国
的
に
発
展
を
行
ふ
に
つ
い
て
援
助
方
」
を
懇
請
し
て
い
る
。
晩
餐
会
に
は
、
海
軍

省
か
ら
人
事
局
長
、
同
局
第
一
課
長
・
第
二
課
長
、
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
委
員
も

　
　
　
（
2
4
）

出
席
し
た
。

　
こ
の
間
、
地
方
長
官
ら
へ
の
働
き
か
け
と
と
も
に
、
本
部
役
員
の
さ
ら
な
る
拡
充
、

機
関
誌
の
充
実
が
な
さ
れ
た
。
新
た
に
理
事
と
し
て
、
日
本
郵
船
副
社
長
大
谷
登
、

日
露
漁
業
社
長
窪
田
四
郎
、
元
鹿
児
島
県
知
事
長
野
幹
（
斎
藤
朝
鮮
総
督
・
有
吉
朝

鮮
総
督
府
政
務
総
監
の
下
で
同
学
務
局
長
を
務
め
た
経
歴
を
持
つ
）
の
三
名
が
選
出

さ
れ
た
（
九
月
一
〇
日
）
。
こ
の
人
事
で
理
事
に
新
た
に
漁
業
関
係
者
が
加
わ
っ
て

い

る
。
海
事
関
係
業
界
の
代
表
を
網
羅
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
評
議
員
に
は
、
海
軍
省
軍
務
局
長
、
逓
信
省
管
船
局
長
、
内
務
省
警
保
局
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

文

部
省
普
通
学
務
局
長
（
以
上
、
九
月
一
〇
日
）
、
農
林
省
水
産
局
長
（
一
〇
月
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

日
）
ら
官
庁
関
係
者
も
依
嘱
さ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
ま
で
隔
月
で
発
行
さ
れ
て
い
た
機

関
誌
『
海
之
日
本
』
が
七
月
号
（
第
八
一
号
）
か
ら
月
刊
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
準
備
の
の
ち
協
会
は
、
一
〇
月
一
五
日
以
降
、
全
国
府
県
単
位
で
支
部

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
各
府
県
知
事
に
支
部
長
を
、
学
務
部
長
に
副
支
部
長
を
依

　
　
　
（
2
7
）

嘱

し
て
い
る
。
支
部
組
織
を
地
方
行
政
機
関
と
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
で
地
方
基
盤
を

57



国立歴史民俗博物館研究報告

　第126集2006年1月

強
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
同
年
末
ま
で
に
、
沖
縄
を
除
く
各
府
県
に
お
い
て

支
部
首
脳
部
の
組
織
は
完
了
し
た
。
支
部
は
原
則
と
し
て
府
県
単
位
で
設
置
さ
れ
た

が
、
軍
港
所
在
地
に
お
い
て
は
例
外
と
し
て
独
立
支
部
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
ま
た

神
奈
川
県
で
は
特
殊
事
情
の
た
め
、
ま
ず
横
浜
支
部
を
組
織
し
た
。
支
部
数
は
、
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

県
単
位
支
部
四
四
、
都
市
単
位
支
部
六
、
海
外
支
部
二
の
合
計
五
二
と
な
っ
た
。

　
一
二
月
八
日
の
評
議
員
会
で
、
定
款
、
支
部
規
則
も
改
正
さ
れ
た
（
定
款
の
改
正

が
所
管
大
臣
た
る
海
相
と
逓
相
か
ら
認
可
を
受
け
た
の
は
翌
三
三
年
三
月
）
。

　
定
款
の
主
な
改
正
点
は
、
そ
れ
ま
で
「
名
誉
会
員
」
（
「
本
会
ノ
目
的
ヲ
翼
賛
ス
ル

名
士
」
、
評
議
員
会
の
推
薦
に
よ
る
）
、
「
維
持
会
員
」
（
一
時
に
一
〇
〇
円
以
上
、
ま

た
は
毎
年
六
円
以
上
を
二
〇
年
間
醸
出
す
る
者
）
、
「
正
会
員
」
（
一
時
に
五
〇
円
以

上
、
ま
た
は
毎
年
三
円
以
上
を
二
〇
年
間
醸
出
す
る
者
）
の
三
種
類
で
あ
っ
た
会
員

に
、
新
た
に
「
通
常
会
員
」
（
毎
年
一
円
以
上
を
醸
出
す
る
者
）
を
設
け
、
会
員
資

格
を
緩
和
し
、
国
民
的
組
織
化
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
こ
と
、
常
務
理
事
の
定
員

を
一
名
か
ら
「
五
名
以
内
」
へ
と
増
や
し
、
本
部
の
事
務
処
理
体
制
を
強
化
し
た
こ

　
　
　
（
2
9
）

と
で
あ
る
。

　
ま
た
支
部
規
則
の
主
な
改
正
点
は
、
前
述
の
よ
う
に
支
部
を
基
本
的
に
道
府
県
単

位
と
す
る
こ
と
、
支
部
機
能
の
敏
活
化
を
図
る
た
め
、
支
部
を
分
会
、
さ
ら
に
班
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
必
要
に
よ
り
連
合
支
部
ま
た
は
連
合
分
会
を
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

け
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
海
軍
協
会
の
会
勢
拡
大
の
た
め
の
様
々
な
施
策
、
す
な
わ
ち
本
部
組
織

の

拡
充
、
全
国
支
部
組
織
網
の
整
備
、
会
員
資
格
の
緩
和
な
ど
が
、
次
々
と
実
行
さ

れ
て

い

っ
た
。

　

こ
う
し
た
海
軍
協
会
の
改
革
は
、
海
軍
の
宣
伝
強
化
策
の
一
環
で
あ
っ
た
。
こ
の

間
の
一
〇
月
一
日
海
軍
省
内
に
、
従
来
の
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
（
一
九
二
四
年
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

置
）
を
拡
大
す
る
形
で
、
海
軍
軍
事
普
及
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
翌
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
四
月
一
七
日
の
地
方
長
官
会
議
に
お
い
て
、
大
角
琴

生
海
軍
大
臣
は
訓
示
に
続
い
て
次
の
よ
う
に
海
軍
協
会
に
関
し
て
挨
拶
し
た
。

　
　
尚
此
の
機
会
に
一
言
申
上
げ
度
き
は
、
這
般
海
軍
協
会
が
各
府
県
に
支
部
を
開

　
　
設

し
、
各
地
方
長
官
に
於
か
れ
て
は
各
々
其
の
支
部
長
を
御
引
受
に
な
る
こ
と

　
　
に
な
り
ま
し
た
。
就
き
ま
し
て
は
今
後
何
か
と
御
後
援
に
与
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

　
　
と
存
じ
ま
す
。

　
　
蓋

し
二
年
後
な
る
昭
和
十
年
は
、
帝
国
が
実
質
的
に
国
際
連
盟
よ
り
脱
退
す
る

　
　
時
機
に
し
て
、
且
つ
華
府
条
約
の
第
一
次
の
満
限
は
翌
年
に
迫
り
、
又
次
回
の

　
　
海
軍
軍
縮
会
議
が
開
催
さ
る
・
等
、
帝
国
海
軍
と
致
し
ま
し
て
も
幾
多
重
要
な

　
　
る
事
件
に
遭
遇
す
る
こ
と
を
予
想
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
従
つ
て
此
等
の
事
項

　
　
に

関
連
し
、
国
民
一
般
に
帝
国
海
軍
の
立
場
を
充
分
に
徹
底
諒
解
せ
し
む
る
こ

　
　
と
は
、
海
軍
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
帝
国
と
し
て
も
極
め
て
必
要
な
る
こ
と
で

　
　
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
之
が
為
に
は
海
軍
協
会
の
力
に
侯
つ

　
　
所
頗

る
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
何
卒
諸
官
に
於
か
れ
て
も
、
此
の
時
局
の
重
大
な
る
に
鑑
み
充
分
に
御
力
添
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
2
）

　
　
ら
ん
こ
と
を
切
望
し
て
止
ま
ぬ
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
五

月
二
四
日
に
は
、
海
軍
省
副
官
か
ら
各
鎮
守
府
、
各
要
港
部
、
各
艦
隊
の
参
謀

長
宛
に
、
「
今
回
宣
伝
普
及
ノ
為
、
従
来
二
比
シ
一
層
海
軍
協
会
及
有
終
会
ヲ
利
用

ス

ル
コ

ト
ト
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
付
テ
ハ
、
海
軍
省
ハ
左
記
要
領
二
依
リ
右
両
会
ト
触
接

ス

ル

コ

ト
ト
可
致
二
付
、
右
御
含
ノ
上
可
然
両
会
支
部
ト
連
絡
セ
ラ
レ
度
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

通
知
が
な
さ
れ
て
い
る
。
有
終
会
と
は
、
在
郷
の
海
軍
士
官
と
特
務
士
官
を
会
員
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

す
る
団
体
で
、
当
時
の
理
事
長
は
竹
下
勇
予
備
役
海
軍
大
将
で
あ
っ
た
。
新
た
に
国

民
的
組
織
に
衣
更
え
し
た
海
軍
協
会
と
、
在
郷
海
軍
士
官
の
団
体
で
あ
る
有
終
会
を

宣
伝
の
た
め
に
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
単
独
に
利

用
す
る
だ
け
で
な
く
、
組
み
合
わ
せ
て
の
利
用
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
海
軍
省
が
両
会
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
を
具
体
的
に
記
し
た
「
左
記
要
領
」

に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　
ま
ず
海
軍
協
会
に
対
し
て
は
、
①
海
軍
協
会
の
事
業
で
あ
る
民
衆
に
対
す
る
海
軍

思
想
普
及
運
動
を
援
助
し
、
事
業
の
拡
張
お
よ
び
充
実
に
資
す
る
、
②
海
軍
協
会
の
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要
望
に
応
じ
て
講
演
官
を
派
遣
し
、
必
要
な
資
料
を
提
供
す
る
、
③
海
軍
協
会
機
関

雑
誌

（中
学
生
程
度
の
民
衆
に
対
す
る
も
の
）
の
刊
行
に
必
要
な
資
料
を
提
供
す
る
、

④
海
軍
協
会
本
部
と
は
直
接
、
支
部
と
は
鎮
守
府
ま
た
は
要
港
部
を
経
て
間
接
に
連

絡
す
る
、
た
だ
し
、
陸
軍
、
外
務
、
内
務
、
文
部
、
逓
信
の
諸
省
と
は
充
分
連
繋
を

保
持

し
、
協
会
の
活
動
が
容
易
に
な
る
よ
う
に
す
る
、
⑤
海
軍
協
会
お
よ
び
有
終
会

の

両
者
に
極
め
て
密
接
な
連
繋
を
保
た
せ
る
よ
う
に
指
導
す
る
、
た
だ
し
海
軍
協
会

の
幹
部
に
は
本
部
・
支
部
と
も
有
終
会
員
を
な
る
べ
く
多
数
採
用
す
る
よ
う
に
指
導

す
る
、
と
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
有
終
会
に
対
し
て
は
、
①
有
終
会
の
事
業
で
あ
る
雑
誌
『
有
終
』
の
発

行
と
現
役
を
離
れ
た
海
軍
士
官
の
指
導
教
育
を
援
助
し
、
事
業
の
拡
張
お
よ
び
充
実

に
資
す
る
、
②
『
有
終
』
の
刊
行
に
必
要
な
資
料
を
提
供
す
る
、
③
有
終
会
本
部
と

は
直
接
、
支
部
と
は
鎮
守
府
ま
た
は
要
港
部
を
経
て
間
接
に
連
繋
を
保
持
す
る
、
た

だ
し
、
陸
軍
省
お
よ
び
在
郷
軍
人
会
本
部
と
充
分
な
連
繋
を
保
持
し
、
主
と
し
て
有

終
会
支
部

と
地
方
陸
軍
官
憲
お
よ
び
在
郷
軍
人
会
と
の
協
調
を
密
に
さ
せ
る
よ
う
に

努
め

る
、
④
有
終
会
お
よ
び
海
軍
協
会
の
両
者
に
極
め
て
密
接
な
連
繋
を
保
た
せ
る

よ
う
に
指
導
す
る
、
た
だ
し
有
終
会
を
し
て
会
員
を
随
時
海
軍
協
会
ま
た
は
そ
の
他

の

求
め
に
応
じ
、
講
演
者
と
し
て
派
遣
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
と
と
も
に
、
会
員
を

海
軍
協
会
本
部
・
支
部
の
中
堅
幹
部
た
り
う
る
よ
う
に
教
育
さ
せ
る
、
と
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
海
軍
省
は
、
両
会
を
単
独
に
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
有
終
会
の
専

門
性
と
、
海
軍
協
会
の
国
民
的
組
織
と
し
て
の
性
格
に
着
目
し
て
、
両
者
を
有
機
的

に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
（
具
体
的
に
は
前
者
に
後
者
を
指
導
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
）
宣
伝
の
効
果
を
高
め
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
先
立
っ
て
五
月
九
日
夕
、
有
終
会
か
ら
は
竹
下
勇
理
事
長
以
下
、
海
軍
協

会
か

ら
は
有
吉
副
会
長
以
下
の
両
会
幹
部
が
集
い
、
「
国
防
観
念
と
海
軍
思
想
の
普

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

及
」
に
つ
い
て
の
第
一
回
懇
談
会
を
持
っ
て
い
る
。

　
五
月
二
九
日
、
大
角
海
相
は
海
軍
協
会
関
係
の
実
業
家
を
招
待
し
て
晩
餐
会
を
開

　
（
3
6
）

い

た
。
海
相
に
よ
る
こ
う
し
た
会
は
、
東
京
以
外
で
も
六
月
二
九
日
に
は
大
阪
で
、

七

月
一
五
日
に
は
名
古
屋
で
（
海
軍
次
官
が
代
理
）
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
野

村
吉
三
郎
横
須
賀
鎮
守
府
司
令
長
官
に
よ
る
も
の
が
、
七
月
一
二
日
札
幌
で
（
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

幌
・
小
樽
の
関
係
者
）
、
一
三
日
函
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
海
軍
協
会
機
関
誌
『
海
之
日
本
』
七
月
号
は
巻
頭
に
「
来
れ
　
海
軍
協
会
へ
」
と

題
す
る
入
会
勧
誘
文
を
掲
載
し
た
。
そ
の
な
か
で
彼
ら
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
帝
国
の
連
盟
脱
退
に
依
り
、
時
局
は
満
州
よ
り
太
平
洋
に
移
り
、
経
済
封
鎖
、

　
　
南
洋
統
治
の
如
き
新
問
題
ま
で
起
り
来
つ
た
が
、
其
解
決
は
尽
く
繋
つ
て
我
海

　
　
軍
の

実
力
の
上
に
在
る
。
経
済
封
鎖
は
、
実
力
問
題
で
あ
る
。
南
洋
群
島
は
、

　
　
手
放
す
も
手
放
さ
ぬ
も
実
力
次
第
で
あ
る
。
今
や
列
強
は
、
太
平
洋
を
続
り
て

　
　
耽
〔
眈
ー
引
用
者
註
、
以
下
〔
〕
内
は
同
様
〕
々
虎
視
の
状
に
在
る
。
而
し

　
　
て
帝
国
海
軍
に
実
力
さ
へ
あ
ら
ば
、
太
平
洋
は
長
へ
に
波
静
か
な
る
べ
し
。

　
　
此
海
軍
の
実
力
を
増
進
せ
ん
が
為
に
、
全
力
を
捧
げ
て
此
海
軍
を
後
援
す
る
唯

　
　
一
の
国
民
団
体
が
、
即
我
海
軍
協
会
で
あ
る
。
荷
も
海
軍
を
愛
す
る
人
は
、
挙

　
　
つ
て

我
会

に
来
り
投
ぜ
ら
れ
よ
。

　
　
此
時
局
に
当
り
、
我
海
軍
が
英
米
二
強
と
均
勢
で
な
い
の
は
、
何
と
い
ふ
残
念

　
　
な
事
で
あ
ら
う
。

　
　
過
去
の
失
敗
は
、
主
と
し
て
国
民
の
無
関
心
に
基
け
り
。
之
に
奮
激
し
て
我
協

　
　
会
は
海
、
海
軍
並
国
防
に
関
す
る
有
ゆ
る
知
識
を
国
民
に
普
及
し
、
一
大
国
民

　
　
運
動
に
依
て
、
我
海
軍
国
策
に
寄
与
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
。
現
勢
に
於
て
は
、

　
　
我
実
力
に
慮
り
、
吾
に
一
指
を
加
ふ
る
者
無
か
る
べ
し
と
難
、
抑
兵
力
の
不
均

　
　
衡
は
、
平
和
を
保
障
す
る
所
以
に
非
ざ
る
が
故
に
、
速
に
禍
根
を
永
遠
に
支
除

　
　
す
る
に
非
ず
ん
ば
、
我
国
防
は
決
し
て
安
し
と
い
ふ
事
を
得
ず
。
倫
敦
条
約
改

　
　
変
の

期
も
遠
か
ら
ず
。
志
を
同
ふ
す
る
士
は
、
皆
来
つ
て
共
に
運
動
を
借
に
せ

　
　
ら
れ
よ
。

　
彼

ら
は
、
海
軍
軍
備
の
英
米
と
の
「
均
勢
」
を
主
張
し
、
過
去
に
お
い
て
日
本
が

英
米
に
対
し
て
劣
勢
な
比
率
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
「
失
敗
」
と
位
置
付
け
、
そ
の

失
敗
の
主

原
因
を
「
国
民
の
無
関
心
」
に
求
め
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
三
五
（
昭
和
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一
〇
）
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
海
軍
条
約
の
改
定
に
向
け
て
、
「
一
大
国

民
運

動
」
を
起
こ
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
運
動
は
、
「
一
九
三
五
・
六
年
の

危
機
」
を
煽
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
体
制
の
打
破
を
目
指
す

も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
当
時
の
海
軍
の
立
場
を
代
弁
し
て
い
た
。

　
組
織
の
拡
大
と
宣
伝
活
動
の
強
化
の
た
め
、
九
月
二
〇
日
の
海
軍
協
会
評
議
員
会

は
昭
和
八
年
度
予
算
追
加
案
を
可
決
し
た
。
海
軍
省
か
ら
は
約
二
年
分
の
経
費
と
し

て

二

五
、
○
○
○
円
の
補
助
金
が
下
付
さ
れ
、
協
会
へ
の
寄
付
金
も
八
月
ま
で
に
当

初
見
込
み
を
一
四
、
七
〇
〇
円
超
過
し
、
定
期
預
金
利
子
も
当
初
見
込
み
よ
り
五
〇

〇

円
増
加
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
う
ち
二
六
、
七
八
〇
円
を
昭
和
八
年
度
支
出
予
算

に
追
加
し
た
の
で
あ
る
（
残
り
一
三
、
四
二
〇
円
は
翌
年
度
に
繰
り
越
し
）
。
昭
和
八

年
度
の
当
初
支
出
予
算
は
二
七
、
五
〇
〇
円
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
規
模
は
ほ
ぼ
倍

と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
追
加
分
は
、
主
に
「
事
業
費
」
の
う
ち
の
「
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

伝
費
」
（
四
、
○
○
○
円
か
ら
一
五
、
○
○
○
円
に
増
加
）
に
充
当
さ
れ
た
。
な
お
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

同
年
度
の
宣
伝
費
の
最
終
的
な
支
出
額
は
二
〇
、
三
七
六
円
と
な
っ
た
。

　
会
勢

は
急
拡
大
を
遂
げ
て
い
た
。
一
九
三
二
年
度
末
は
一
〇
、
七
一
八
名
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

た
会
員
数
は
、
三
三
年
度
末
に
は
三
二
、
〇
五
九
名
と
一
挙
に
三
倍
に
な
っ
た
。

③
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
予
備
交
渉
に
際
し
て

　
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
の
予
備
交
渉
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

一
九
三
四

（昭
和
九
）
年
度
に
は
海
軍
協
会
は
宣
伝
費
に
前
年
度
の
当
初
予
算
の
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

近

い
二
八
、
二
五
〇
円
を
計
上
し
た
。

　
三
四

年
六
月
に
予
備
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
と
、
七
月
海
軍
協
会
と
海
軍
、
外
務
省

と
の
連
絡
を
よ
り
密
に
す
る
必
要
が
生
じ
、
評
議
員
に
海
軍
省
か
ら
人
事
局
長
、
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

事
普
及
部
委
員
長
代
理
、
副
官
、
外
務
省
か
ら
情
報
部
長
、
条
約
局
長
が
加
わ
っ
た
。

　
予
備
交
渉
は
七
月
一
七
日
に
一
旦
中
断
し
た
。
そ
し
て
そ
の
再
開
を
前
に
し
た
九

月
七
日
、
閣
議
に
お
い
て
予
備
交
渉
に
対
す
る
政
府
方
針
が
決
定
さ
れ
、
同
じ
日
に

軍
縮
会
議
日
本
代
表
松
平
恒
雄
駐
英
大
使
と
山
本
五
十
六
海
軍
少
将
に
対
す
る
訓
令

が
発
せ

ら
れ
た
。
そ
の
要
旨
は
、
①
各
国
の
保
有
す
る
共
通
最
大
限
度
を
協
定
す
る

こ
と
、
②
攻
撃
的
兵
力
は
極
力
削
減
し
防
御
的
兵
力
を
整
備
す
る
こ
と
、
③
ワ
シ
ン

ト
ン
条
約
は
本
年
末
ま
で
に
廃
止
通
告
を
す
る
が
、
予
備
交
渉
再
開
後
関
係
国
の
合

意

に
よ
り
廃
止
通
告
の
手
続
き
を
し
各
国
協
力
し
て
新
協
定
の
成
立
に
努
め
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

の
三
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
海
軍
の
意
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
代
表
に
対
す
る
訓
令
に
は
、
本
稿
が
問
題
と
し
て
い
る
国
民
世
論
に
つ

い
て

次
の

よ
う
な
興
味
深
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
交
渉
の
中
心
を
ま

ず
英
米
両
国
に
置
き
、
「
我
方
主
張
ガ
現
下
我
ガ
国
民
ノ
熾
烈
ナ
ル
要
望
ト
ナ
リ
居

ル

点
二
出
ヅ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
充
分
説
明
シ
」
、
彼
ら
に
了
解
さ
せ
る
よ
う
努
め

て

も
ら
い
た
い
、
と
指
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
「
国
民
ノ
熾
烈
ナ
ル
要
望
」
を
根
拠
と
す
る
日
本
の
主
張
の
正
当
化
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
廃
止
通
告
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
た
。

　
　
就
テ

ハ
我
方
今
次
ノ
主
張
ガ
現
下
国
民
ノ
熾
烈
ナ
ル
要
望
二
基
ク
モ
ノ
ニ
シ
テ
、

　
　
帝
国
政
府
ト
シ
テ
ハ
早
晩
同
条
約
〔
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
〕
廃
止
通
告
ヲ
為
ス
コ

　
　

ト
ニ
決
定
シ
居
ル
次
第
ナ
ル
モ
、
他
方
帝
国
ハ
出
来
得
ル
限
リ
友
好
的
且
効
果

　
　
的
二
予
備
交
渉
ヲ
行
ハ
ム
ト
欲
シ
、
廃
止
通
告
ハ
之
ヲ
差
控
へ
居
ル
実
情
ニ
シ

　
　

テ
、
此
際
関
係
国
間
ノ
合
意
二
依
リ
今
年
中
二
之
ガ
廃
止
通
告
ノ
手
続
ヲ
ナ
シ
、

　
　
次
デ
各
国
協
力
シ
テ
新
条
約
ノ
成
立
二
努
ム
ル
ノ
形
式
ヲ
採
ル
ニ
於
テ
ハ
、
輿

　
　
論

ノ
緩
和
二
資
ス
ル
ノ
効
果
少
カ
ラ
ザ
ル
ベ
キ
コ
ト
ヲ
、
適
宜
関
係
国
代
表
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

　
　
説
明
セ
ラ
レ
、
局
面
ヲ
右
二
導
ク
様
努
力
相
成
度
。

　

こ
の
よ
う
に
今
回
の
軍
縮
交
渉
で
は
国
民
世
論
が
交
渉
材
料
と
し
て
重
視
さ
れ
て

い

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
会
議
か
ら
の
脱
退
も
辞
さ
な
い
海

軍

に
と
っ
て
は
、
主
に
そ
の
主
張
を
貫
徹
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
他
方
国
際
協

調
を
重
視
す
る
外
務
省
や
政
府
首
脳
に
と
っ
て
は
、
日
本
政
府
の
主
張
は
あ
く
ま
で

も
国
民
世
論
を
汲
ん
だ
も
の
で
、
政
府
と
し
て
は
国
際
協
調
主
義
を
放
棄
す
る
も
の

で

は
な
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
し
ろ
、
国
民
世
論
は
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
ね

ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
軍
縮
会
議
に
関
す
る
諸
情
報
を
交
換
し
、
か
つ
会
議
に
関
す

る
内
外
宣
伝
、
な
ら
び
に
世
論
の
指
導
統
制
を
は
か
る
た
め
、
外
務
・
海
軍
・
陸
軍

の

三
省
に
よ
る
連
合
軍
縮
情
報
委
員
会
を
組
織
し
（
九
月
＝
二
日
に
外
務
省
で
第
一

回
会
合
が
開
催
さ
れ
た
）
、
国
内
に
つ
い
て
は
「
公
正
ニ
シ
テ
信
念
ア
ル
輿
論
ヲ
喚

起

シ
、
明
年
ノ
本
会
議
終
了
迄
之
ヲ
維
持
ス
ル
ト
共
二
、
将
来
二
於
ケ
ル
帝
国
ノ
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

場

ヲ
有
利
ナ
ラ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
雰
囲
気
ヲ
醸
成
ス
」
と
さ
れ
た
。

　
政
府
の
方
針
を
受
け
、
海
軍
協
会
の
宣
伝
活
動
は
い
よ
い
よ
本
格
化
す
る
。
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

に
は
再
び
海
軍
省
か
ら
二
五
、
○
○
○
円
の
補
助
が
下
付
さ
れ
た
。
一
〇
月
一
五
日

海
軍
協
会
は
海
軍
軍
縮
会
議
に
対
す
る
決
議
を
行
っ
た
。
決
議
は
、
前
文
に
お
い
て

「
国
防
ハ
国
家
安
危
存
亡
ノ
繋
ガ
ル
ト
コ
ロ
、
須
爽
モ
之
ヲ
忽
ニ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
然

ル

ニ

現
行
海
軍
条
約
ハ
国
家
平
等
ノ
原
則
ヲ
無
視
シ
、
比
率
主
義
二
依
リ
締
約
国
間

二

海
軍
力
ノ
等
差
ヲ
設
ケ
、
劣
勢
比
率
国
ヲ
シ
テ
甚
シ
ク
国
防
上
ノ
不
安
ヲ
感
ゼ
シ

ム

ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
同
条
約
ノ
規
定
ハ
各
国
二
対
シ
テ
一
律
不
変
ノ
軍
備
ヲ
規
定
セ

ル
ガ

為
、
各
艦
種
間
ノ
融
通
ヲ
不
可
能
ナ
ラ
シ
メ
、
経
済
的
且
ツ
効
果
的
建
艦
ノ
自

由
ヲ
妨
グ
ル
コ
ト
勘
〔
勘
〕
カ
ラ
ズ
」
と
述
べ
、
以
下
で
政
府
に
対
す
る
具
体
的
要

望

と
し
て
、
比
率
主
義
を
排
し
て
軍
備
権
平
等
の
原
則
を
確
立
す
る
こ
と
、
各
国
共

通
の
最
高
兵
力
量
を
協
定
す
る
こ
と
、
攻
撃
的
兵
力
は
努
め
て
縮
小
す
る
こ
と
、
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

シ
ン
ト
ン
条
約
の
廃
棄
通
告
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
、
な
ど
を
掲
げ
て
い
た
。
要
す

る
に
決
議
は
政
府
・
海
軍
の
主
張
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

　
海
軍
協
会
は
こ
の
決
議
を
山
本
五
十
六
代
表
宛
に
打
電
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

英
訳
を
会
議
参
加
国
米
英
仏
伊
の
各
海
軍
協
会
宛
に
送
付
し
た
。
ま
た
、
国
内
で
は

東
京
を
皮
切
り
に
全
国
各
地
で
「
軍
縮
問
題
大
講
演
会
」
を
開
催
し
、
そ
の
主
張
の

　
　
　
　
　
（
5
0
）

普
及

に
努
め
た
。
内
外
の
宣
伝
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
日
本
代
表
は
訓
令
に
基
づ
い
て
予
備
交
渉
に
臨
ん
だ
が
、
日
本
の
主
張
は
他

国
の
容
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
会
議
は
行
き
詰
ま
り
、
交
渉
は
一
二
月
二
〇
日
休
会

に
入
っ
た
。
ま
た
、
日
本
が
望
ん
で
い
た
各
国
共
同
で
の
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
廃
止
通

告
も
支
持
が
得
ら
れ
ず
、
二
九
日
日
本
は
単
独
で
関
係
国
に
対
し
て
廃
止
通
告
を
行

う
に
至
る
。

　
翌
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
三
月
海
軍
協
会
は
会
議
か
ら
帰
国
し
た
山
本
代
表

ら
を
招
い
て
午
餐
会
を
催
し
た
。
海
軍
協
会
副
会
長
飯
田
久
恒
（
退
役
海
軍
中
将
、

海
兵
一
九
期
、
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
付
武
官
、
馬
公
要
港
部
司
令
官
、
将
官
会
議
議
員

な
ど
を
経
て
、
一
九
二
四
年
予
備
役
）
か
ら
の
労
い
と
感
謝
の
言
葉
に
対
し
て
、
山

本

は
「
海
軍
協
会
は
会
員
に
広
く
各
方
面
を
網
羅
し
て
居
り
、
従
て
そ
の
軍
縮
問
題

に
関
す
る
意
見
は
頗
る
有
力
で
あ
る
。
世
論
を
指
導
し
て
吾
々
を
後
援
せ
ら
れ
感
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

に
堪
え
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
三
四
年
度
の
宣
伝
費
支
出
は
予
算
を
大
幅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

超
過
し
、
四
一
、
六
七
八
円
に
達
し
た
。

④
海
軍
協
会
の
宣
伝
活
動
の
内
容

　

こ
の
よ
う
に
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
予
備
交
渉
が
開
か
れ
た
一
九
三
四

（昭
和
九
）
年
度
か
ら
海
軍
協
会
は
宣
伝
活
動
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
と
と
も
に
会
勢
も
さ
ら
な
る
拡
大
を
遂
げ
、
会
員
は
三
四
年
度
末
に
は
七
五
、

八
一
六
名
、
三
五
年
度
末
に
は
一
六
一
、
○
〇
六
名
、
三
六
年
度
末
に
は
一
八
〇
、
七

一
六
名
と
な
っ
た
。
講
演
会
な
ど
の
実
施
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

三
三
年
度

三
四
年
度

三

五
年
度

三
六
年
度

講
演
会
・
懇
話
会
の
聴
衆
（
回
数
）

二
五
万
余
人
（
三
五
二
回
）

六
〇
余
万
人
（
一
〇
五
四
回
）

四
二
万
余
人
（
六
八
四
回
）

四
一
万
六
千
人
（
五
七
三
回
）

映
画
会

一
五
〇
回

四

三
四
回

二
工
ハ
ニ
回

五
二

一
回

　
ま
た
、
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
海
軍
省
よ
り
の
寄
贈
分
を
含
む
）
は
三
三
年

度
六
五
、
五
〇
〇
部
、
三
四
年
度
六
六
、
一
〇
〇
部
、
三
五
年
度
二
九
、
○
○
○
部
、
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（
5
3
）

三

六
年
度
三
、
三
〇
〇
部
で
あ
っ
た
。

　
海
軍
協
会
の
宣
伝
は
、
組
織
的
、
か
つ
統
一
的
に
、
周
到
な
配
慮
を
も
っ
て
行
わ

れ
て

い

た
。
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
一
二
月
九
日
か
ら
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
海
軍

軍
縮
会
議
の
本
会
議
が
始
ま
る
が
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
海
軍
協
会
は
「
極
秘
」
扱

い
、
「
各
支
部
長
、
副
支
部
長
限
リ
」
と
さ
れ
た
「
昭
和
十
年
海
軍
軍
縮
会
議
二
関

ス

ル

国
論
指
導
要
旨
」
（
其
ノ
一
～
其
ノ
三
）
、
そ
の
別
冊
で
「
秘
」
扱
い
、
「
各
支

部

ノ
幹
部
及
講
演
者
限
リ
」
と
さ
れ
た
「
昭
和
十
年
海
軍
軍
縮
会
議
二
関
ス
ル
講
演

論
文
資
料
」
（
特
一
号
～
特
三
号
）
を
配
布
し
て
い
る
。

　
「
国
論
指
導
要
旨
」
で
は
、
国
民
の
間
に
「
非
常
時
」
に
慣
れ
、
緊
張
を
欠
く
空

気
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
会
議
開
始
後
に
外
国
の
宣
伝
策
謀
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
注

意

し
、
日
本
の
主
張
を
国
民
が
一
致
団
結
し
て
熱
心
に
支
持
す
る
よ
う
誘
導
し
な
け

れ
ば

な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
無
用
に
外
国
の
世
論

を
刺
激
す
る
よ
う
な
言
説
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
と
の
注
意
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
方
針
に
則
り
、
別
冊
で
あ
る
「
講
演
論
文
資
料
」
（
日
・
米
・
英
の
そ
れ
ぞ

れ
の
主

張
・
態
度
な
ど
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
た
）
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
な
宣
伝

を
行
う
の
で
あ
る
が
、
「
講
演
論
文
資
料
」
に
は
次
の
よ
う
な
注
意
書
き
が
付
さ
れ

て

い

た
。
一
つ
は
「
本
資
料
ヲ
言
論
、
文
書
等
二
利
用
ス
ル
場
合
、
文
言
其
ノ
侭
ヲ

転
載
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
努
メ
テ
換
骨
奪
胎
的
ノ
関
心
ア
リ
度
コ
ト
」
で
あ
る
。
同
一
の

表
現
が
複
数
の
場
所
に
現
れ
る
こ
と
で
、
世
論
指
導
の
証
拠
を
さ
ら
さ
な
い
よ
う
注

意
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
ひ
と
つ
は
、
「
帝
国
二
不
利
有
害
ナ
ル
言
説
ガ

地
方
新
聞
等
二
表
ハ
ル
・
如
キ
場
合
、
遅
滞
ナ
ク
本
資
料
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
反
駁
ノ
態

度
二
出
ヅ
ル
等
機
宜
之
レ
ヲ
利
用
ス
ル
コ
ト
」
で
あ
る
。
全
国
の
マ
ス
コ
ミ
へ
の
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

視
、
批
判
も
海
軍
協
会
の
重
要
な
役
目
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
予
備
交
渉
、
本
会
議
に
際
し
て
は
、

海

軍
の
主
導
に
よ
っ
て
従
来
の
軍
縮
会
議
の
際
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
組
織
的
な

宣
伝
活
動
が
展
開
さ
れ
、
国
内
世
論
は
指
導
、
統
一
さ
れ
て
い
っ
た
。
軍
縮
に
不
満

を
持
つ
艦
隊
派
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
海
軍
の
圧
力
に
よ
っ
て
、

政
府
の
国
際
協
調
主
義
的
軍
縮
政
策
の
維
持
は
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
海
軍

の

主
張
を
支
持
す
る
世
論
の
勃
興
は
政
府
を
い
よ
い
よ
窮
地
に
追
い
込
ん
で
い
き
、

海
軍
に
対
す
る
譲
歩
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お

わ
り
に

　
満
州
事
変
の
勃
発
後
、
陸
軍
と
同
様
に
海
軍
も
国
防
宣
伝
を
行
う
必
要
に
迫
ら
れ

る
が
、
海
軍
は
第
一
次
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
時
の
失
敗
や
、
在
郷
軍
人
会
を
利

用

し
た
陸
軍
の
国
防
思
想
普
及
運
動
の
成
功
に
か
ん
が
み
、
自
己
の
指
導
下
に
国
民

的
組
織
を
持
つ
必
要
を
感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
海
軍
が
採
用
し
た
の
が
既
存
の
海
軍

協
会
の
拡
充
だ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
以
降
海
軍
協
会
で
は

組
織
の
強
化
拡
大
が
進
め
ら
れ
、
中
央
で
は
会
長
に
斎
藤
実
を
迎
え
る
な
ど
の
、
ま

た
地
方
に
つ
い
て
は
全
国
府
県
単
位
に
知
事
を
長
と
す
る
支
部
を
設
け
る
な
ど
の
施

策
が
実
行
さ
れ
、
会
員
資
格
も
緩
和
さ
れ
た
。
三
三
（
昭
和
八
）
年
五
月
海
軍
は
宣

伝
の
た
め
に
海
軍
協
会
と
、
在
郷
海
軍
士
官
の
団
体
で
あ
る
有
終
会
を
積
極
的
に
利

用
す
る
方
針
を
決
め
た
が
、
海
軍
協
会
の
大
衆
性
と
有
終
会
の
専
門
性
を
有
機
的
に

組
み

合

わ
せ
る
こ
と
で
宣
伝
効
果
を
高
め
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
点
が
特
徴
的
で

あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
態
勢
を
整
え
た
海
軍
協
会
は
海
軍
の
指
導
下
で
、
同
年
夏
以
降
、
翌
一

九
三
四

（昭
和
九
）
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
の
予

備
交
渉
、
そ
し
て
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
本
会
議
に
向
け
活
動

を
本
格
化
さ
せ
て
い
く
。
そ
の
主
張
は
、
英
米
に
対
す
る
日
本
の
劣
等
比
率
を
定
め

た
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
体
制
の
打
破
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
三

四
年
の
予
備
交
渉
に
際
し
て
日
本
代
表
に
下
さ
れ
た
政
府
の
訓
令
で
は
、
日
本

の
主
張
を
「
国
民
ノ
熾
烈
ナ
ル
要
望
」
と
し
て
正
当
化
す
る
よ
う
指
示
が
な
さ
れ
て

い

た
。
国
民
世
論
を
交
渉
材
料
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
そ
の
適
切
な
指
導
統
制
が

は
か
ら
れ
た
。
海
軍
協
会
は
、
講
演
会
の
実
施
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、
積
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極

的
な
宣
伝
活
動
を
展
開
し
、
そ
れ
と
と
も
に
会
勢
も
急
拡
大
を
遂
げ
て
い
く
。
具

体
的
な
世
論
の
指
導
方
法
に
関
し
て
は
、
本
部
か
ら
各
支
部
の
幹
部
に
対
し
て
、
統

一
し
た
方
針
と
資
料
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
海
軍
の
主
導
に
よ
っ
て
従
来
の
軍
縮
会
議
の
際
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、

組
織
的
な
宣
伝
活
動
が
展
開
さ
れ
、
国
内
世
論
は
指
導
、
統
一
さ
れ
、
日
本
は
ワ
シ

ン

ト
ン
・
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
体
制
か
ら
離
脱
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
］
九
三
六
（
昭
和
二
）
年
一
月
日
本
は
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
を
脱

退

し
た
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
の
失
効
を
目
前
に
控
え
た
一

二
月
↓
六
日
海
軍
協
会
は
、
挙
国
一
致
し
て
国
防
上
不
安
な
き
海
軍
軍
備
の
整
備
に

努

め
る
必
要
を
訴
え
た
声
明
を
発
し
た
。
両
条
約
の
不
当
性
を
訴
え
続
け
て
き
た
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

軍
協
会
に
と
っ
て
、
つ
い
に
そ
の
目
標
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
目
標
の
達
成
は
同
時
に
目
標
の
喪
失
を
も
意
味
し
た
。
そ
こ
で
今
後
も

協
会
の
活
動
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
新
た
な
目
標
の
設
定
が
求
め
ら
れ

た
。
海
軍
協
会
は
評
議
員
会
の
議
決
に
基
づ
き
「
会
基
を
輩
固
に
し
、
会
勢
の
進
展

を
図
り
、
以
て
本
会
の
使
命
達
成
に
資
す
る
為
必
要
な
る
事
項
を
調
査
考
究
し
、
最

適

当
な
る
本
会
の
事
業
、
財
政
計
画
等
を
立
案
す
る
を
目
的
と
し
て
」
、
飯
田
副
会

長
を
委
員
長
と
す
る
臨
時
調
査
委
員
会
を
設
置
し
た
。
委
員
会
は
、
一
九
三
七
（
昭

和
一
二
）
年
六
月
二
三
日
、
二
四
日
、
七
月
五
日
の
三
回
に
わ
た
っ
て
討
議
を
行
い
、

報
告
書
を
有
吉
忠
一
会
長
（
斎
藤
の
二
・
二
六
事
件
に
よ
る
死
去
後
、
会
長
は
欠
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

だ

っ

た
が
、
一
九
三
七
年
四
月
副
会
長
だ
っ
た
有
吉
が
会
長
に
就
任
）
に
提
出
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
海
軍
協
会
が
次
な
る
目
標
を
模
索
し
て
い
た
、
ま
さ
に
そ
の
と
き
に

盧
溝
橋
事
件
は
起
こ
っ
た
。
日
中
戦
争
以
降
、
協
会
は
、
そ
れ
ま
で
に
作
り
上
げ
て

き
た
組
織
を
さ
ら
に
拡
大
強
化
し
て
海
軍
の
宣
伝
、
国
民
精
神
総
動
員
運
動
へ
の
参

加
、
慰
問
金
の
募
集
、
戦
死
者
へ
の
弔
慰
活
動
、
将
兵
慰
問
、
海
軍
志
願
兵
徴
募
へ

の

協
力
な
ど
、
銃
後
後
援
活
動
に
取
り
組
み
、
や
が
て
百
万
人
を
超
え
る
会
員
を
擁

す
る
、
文
字
通
り
の
国
民
的
組
織
へ
と
成
長
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

註（
1
）
　
由
井
正
臣
「
軍
部
と
国
民
統
合
」
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
国

　
　
家
と
社
会
一
　
昭
和
恐
慌
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
入
年
）
、
功
刀
俊
洋
「
軍
部
の
国

　
　
民
動
員
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
第
五
〇
六
号
、
一
九
八
二
年
七
月
）
、
江
口
圭
一

　
　
『
昭
和
の
歴
史
④
　
十
五
年
戦
争
の
開
幕
』
（
小
学
館
〈
小
学
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
、
一
九
九
四

　
　
年
、
原
本
は
一
九
八
二
年
刊
）
＝
一
～
＝
三
頁
な
ど
。
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
ル
イ
ー

　
　
ズ
・
ヤ
ン
グ
著
、
加
藤
陽
子
ほ
か
訳
『
総
動
員
帝
国
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
六
四
～

　
　
六
八
頁
。

（
2
）
　
藤
原
彰
・
功
刀
俊
洋
編
『
資
料
日
本
現
代
史
　
8
　
満
洲
事
変
と
国
民
動
員
』
（
大
月
書
店
、

　
　
「
九
八
三
年
）
の
解
説
、
五
九
↓
～
五
九
二
頁
。

（
3
）
　
藤
原
彰
『
日
本
軍
事
史
　
上
巻
　
戦
前
篇
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
七
年
）
一
四
三
～
一

　
　
四
四
頁
、
一
入
一
～
一
八
三
頁
。

（
4
）
　
池
田
清
『
海
軍
と
日
本
』
（
中
央
公
論
社
〈
中
公
新
書
〉
、
一
九
八
一
年
）
一
三
五
～
一
三

　
　
七
頁
。

（
5
）
　
ス
テ
フ
ェ
ン
・
ペ
ル
ツ
「
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
と
世
論
」
（
『
国
際
政
治
』
第
四
一
号
、
一

　
　
九
七
〇
年
四
月
）
。

（
6
）
　
今
村
佳
奈
子
「
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
廃
棄
と
日
本
海
軍
」
（
『
日
本
研
究
』
第
一
六
号
、
広
島

　
　
大
学
総
合
科
学
部
広
域
文
化
研
究
講
座
内
日
本
研
究
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
、
岡
久
仁

　
　
子
＝
九
三
五
年
　
ロ
ン
ド
ン
海
軍
会
議
と
日
本
政
府
ー
外
交
政
策
決
定
過
程
を
中
心
に
ー
」

　
　
（
『
日
本
歴
史
』
第
六
七
四
号
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）
。

（
7
）
　
海
軍
協
会
『
昭
和
十
六
年
版
　
海
軍
協
会
要
覧
』
（
一
九
四
一
年
）
。

（
8
）
　
海
軍
協
会
機
関
誌
『
海
之
日
本
』
第
二
四
八
号
（
一
九
四
四
年
九
月
）
四
頁
。
同
誌
は
、

　
　
国
立
国
会
図
書
館
、
昭
和
館
図
書
室
、
大
分
大
学
経
済
学
部
教
育
研
究
支
援
室
な
ど
に
所
蔵
。

（
9
）
　
註
（
7
）
と
同
じ
。

（
1
0
）
　
拙
稿
「
日
露
戦
後
の
海
軍
拡
張
運
動
に
つ
い
て
！
日
本
に
お
け
る
海
軍
協
会
の
成
立
－
」

　
　
（
『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
第
六
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
。

（
H
）
　
牟
田
亀
太
郎
（
海
軍
協
会
常
務
理
事
）
「
創
立
第
十
五
周
年
を
迎
ふ
」
（
海
軍
協
会
『
創
立

　
　
第
十
五
周
年
を
迎
ふ
・
海
軍
協
会
昭
和
六
年
度
事
業
及
会
計
報
告
』
一
九
三
二
年
二
月
、
国

　
　
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
斎
藤
実
関
係
文
書
」
］
九
八
ー
8
、
以
下
「
斎
藤
文
書
」

　
　
と
略
記
。
な
お
史
料
名
は
目
録
の
も
の
で
は
な
く
原
史
料
に
従
っ
た
）
。

（
1
2
）
　
「
海
軍
協
会
昭
和
六
年
度
事
業
及
会
計
報
告
」
（
同
前
）
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
史
料
の
引
用

　
　
に
当
た
っ
て
漢
字
は
な
る
べ
く
新
字
体
に
改
め
、
濁
点
、
句
読
点
を
適
宜
補
っ
て
い
る
。

（
1
3
）
『
海
之
日
本
』
第
七
七
号
（
一
九
三
一
年
一
一
月
）
巻
頭
頁
。
本
稿
の
登
場
人
物
の
肩
書
・

　

経
歴

に
つ
い
て
は
、
原
史
料
の
記
載
に
加
え
、
秦
郁
彦
編
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
』
（
東
京
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大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
、
同
編
『
日
本
近
現
代
人
物
履
歴
事
典
』
（
同
前
、
二
〇
〇
二

　
　
年
）
、
同
編
『
日
本
官
僚
制
総
合
事
典
　
一
八
六
八
ー
二
〇
〇
〇
』
（
同
前
、
二
〇
〇
一
年
）
、

　
　
海
軍
歴
史
保
存
会
編
『
日
本
海
軍
史
第
九
巻
　
将
官
履
歴
（
上
ご
・
『
同
一
〇
巻
　
同
（
下
）
』

　
　
（
発
売
・
第
一
法
規
出
版
、
一
九
九
五
年
）
ほ
か
の
人
名
辞
典
を
参
照
し
た
。

（
1
4
）
　
牟
田
亀
太
郎
「
斎
藤
子
爵
と
海
軍
協
会
」
（
『
水
交
社
記
事
』
第
三
四
巻
第
三
号
「
大
勲
位

　
　
斎
藤
海
軍
大
将
追
悼
号
」
一
九
三
六
年
六
月
）
九
〇
頁
。
こ
の
牟
田
の
手
に
な
る
斎
藤
の
追

　
　
悼
文
は
部
分
的
に
、
財
団
法
人
斎
藤
子
爵
記
念
会
編
・
発
行
『
子
爵
斎
藤
実
伝
』
第
四
巻
二

　
　
九
四
二
年
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『
子
爵
斎
藤
実
伝
』
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
を
参
照

　
　
す
る
場
合
の
み
、
こ
の
追
悼
文
の
『
水
交
社
記
事
』
の
頁
数
を
示
す
。

（
1
5
）
　
『
海
之
日
本
』
第
七
九
号
（
一
九
三
二
年
三
月
）
巻
頭
頁
、
六
一
～
六
二
頁
。

（
1
6
）
　
牟
田
前
掲
「
斎
藤
子
爵
と
海
軍
協
会
」
八
九
頁
。

（
1
7
）
　
『
海
之
日
本
』
第
八
〇
号
（
一
九
三
二
年
五
月
）
巻
頭
頁
、
七
四
～
七
六
頁
。

（
1
8
）
　
前
掲
拙
稿
、
一
〇
～
＝
頁
、
お
よ
び
牟
田
前
掲
「
斎
藤
子
爵
と
海
軍
協
会
」
九
一
頁
。

（
1
9
）
　
前
掲
『
子
爵
斎
藤
実
伝
』
第
四
巻
、
三
八
頁
。

（
2
0
）
　
た
だ
し
、
斎
藤
は
決
し
て
名
義
の
み
の
会
長
で
は
な
か
っ
た
。
首
相
時
代
に
も
多
忙
の
身

　
　
で
あ
り
な
が
ら
、
東
京
近
辺
で
行
わ
れ
た
協
会
の
主
要
行
事
に
は
出
席
し
て
い
た
し
、
必
要

　
　
に
応
じ
て
具
体
的
な
指
示
も
出
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
斎
藤
は
、
在
郷
の
一
機
関
兵
曹
か
ら

　
　
海
軍
宣
伝
の
た
め
一
団
体
を
発
起
し
た
い
の
で
援
助
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
書
信
を
受

　
　
け
る
と
、
海
軍
協
会
の
常
務
理
事
牟
田
亀
太
郎
を
総
理
大
臣
室
に
呼
び
、
「
同
一
趣
旨
の
団
体

　
　
が
此
処
彼
処
に
出
来
る
の
は
宜
敷
く
な
い
か
ら
、
之
は
海
軍
協
会
へ
合
流
す
る
や
う
に
取
計

　
　
へ
」
と
命
じ
て
い
る
。
斎
藤
と
し
て
は
、
国
論
が
分
裂
し
、
大
混
乱
に
陥
っ
た
一
九
三
〇
年

　
　
の
第
一
次
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
に
お
け
る
反
省
か
ら
、
組
織
の
一
本
化
に
よ
る
運
動
の

　
　
統
制
に
心
を
砕
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
首
相
辞
職
後
に
は
、
二
・
二
六
事
件
で
暗

　
　
殺

さ
れ
る
ま
で
全
国
地
方
支
部
の
発
会
式
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
（
前
掲
『
子
爵
斎
藤

　
　
実
伝
』
第
四
巻
、
三
三
～
四
〇
頁
）
。

（
2
1
）
　
『
海
之
日
本
』
第
八
一
号
（
一
九
三
二
年
七
月
）
五
〇
頁
。

（
2
2
）
　
『
海
之
日
本
』
第
八
二
号
二
九
三
二
年
八
月
）
五
三
頁
。

（
2
3
）
　
『
海
之
日
本
』
第
八
三
号
（
一
九
三
二
年
九
月
）
五
三
頁
。

（
2
4
）
　
『
海
之
日
本
』
第
八
四
号
（
一
九
三
二
年
一
〇
月
）
五
〇
頁
。

（
2
5
）
　
同
前
、
五
〇
～
五
一
頁
。

（
2
6
）
　
『
海
之
日
本
』
第
八
五
号
（
一
九
三
二
年
＝
月
）
五
一
頁
。

（
2
7
）
　
同
前
、
五
一
～
五
三
頁
。

（
2
8
）
　
海
軍
協
会
「
昭
和
七
年
度
事
業
及
会
計
報
告
」
（
「
斎
藤
文
書
」
一
九
八
　
1
1
）
。

（
2
9
）
　
『
海
之
日
本
』
第
九
〇
号
（
］
九
三
三
年
四
月
）
五
三
頁
。
改
正
前
の
定
款
・
支
部
規
則
に

　
　
つ
い
て
は
、
海
軍
協
会
「
海
軍
協
会
定
款
・
海
軍
協
会
支
部
規
則
・
海
軍
協
会
細
則
」
（
一
九

　
　
三
二
年
二
月
）
（
「
斎
藤
文
書
」
一
九
八
ー
2
）
。

（
3
0
）
　
『
海
之
日
本
』
第
八
七
号
二
九
三
三
年
一
月
）
五
三
～
五
四
頁
。

（
3
1
）
　
海
軍
省
編
『
海
軍
制
度
沿
革
』
巻
二
（
原
書
房
、
一
九
七
一
年
、
復
刻
原
本
一
九
四
一
年
）

　
　
三
二
九
～
三
三
〇
頁
。

（
3
2
）
　
『
海
之
日
本
』
第
九
一
号
（
一
九
三
三
年
五
月
）
七
一
頁
。

（
3
3
）
　
前
掲
『
海
軍
制
度
沿
革
』
巻
二
、
三
三
一
～
三
三
二
頁
。

（
3
4
）
　
波
多
野
勝
ほ
か
編
『
海
軍
の
外
交
官
　
竹
下
勇
日
記
』
（
芙
蓉
書
房
出
版
、
一
九
九
八
年
）

　
　
中
の
編
者
に
よ
る
「
竹
下
勇
小
伝
」
の
第
四
章
「
現
役
引
退
後
の
諸
活
動
」
（
櫻
井
良
樹
執
筆
）

　
　
八
七
頁
。

（
3
5
）
　
『
海
之
日
本
』
第
九
二
号
（
一
九
三
三
年
六
月
）
五
七
頁
。

（
3
6
）
　
『
海
之
日
本
』
第
九
三
号
（
一
九
三
三
年
七
月
）
六
二
～
六
三
頁
。

（
3
7
）
　
『
海
之
日
本
』
第
九
四
号
二
九
三
三
年
八
月
）
五
五
～
五
七
頁
。

（
3
8
）
　
海
軍
協
会
「
昭
和
八
年
度
予
算
追
加
案
」
「
昭
和
八
年
度
予
算
追
加
理
由
及
要
領
」
（
「
斎
藤

　
　
文
書
」
一
九
八
ー
1
2
）
。

（
3
9
）
　
海
軍
協
会
「
昭
和
八
年
度
事
業
及
会
計
報
告
」
（
「
斎
藤
文
書
」
一
九
八
ー
1
4
）
。

（
4
0
）
　
註
（
7
）
と
同
じ
。

（
4
1
）
　
海
軍
協
会
「
昭
和
九
年
度
予
算
編
成
綱
領
」
（
「
斎
藤
文
書
」
一
九
八
ー
1
3
）
。

（
4
2
）
　
『
海
之
日
本
』
第
一
〇
六
号
（
一
九
三
四
年
八
月
）
五
八
～
五
九
頁
。

（
4
3
）
　
岡
前
掲
コ
九
三
五
年
　
ロ
ン
ド
ン
海
軍
会
議
と
日
本
政
府
」
八
〇
頁
。

（
4
4
）
　
「
海
軍
会
議
予
備
交
渉
の
方
針
に
関
す
る
訓
令
」
（
一
九
三
四
年
九
月
七
日
）
（
外
務
省
編
・

　
　
発
行
『
日
本
外
交
文
書
　
一
九
三
五
年
ロ
ン
ド
ン
海
軍
会
議
』
、
一
九
八
六
年
、
一
一
一
頁
）
。

（
4
5
）
　
「
海
軍
軍
縮
問
題
に
関
す
る
輿
論
啓
発
の
方
針
に
つ
い
て
」
　
（
一
九
三
四
年
一
〇
月
一
六
日
）

　
　
（
同
前
、
一
二
一
～
一
二
五
頁
）
。

（
4
6
）
　
海
軍
協
会
「
昭
和
九
年
度
会
計
概
況
報
告
」
（
「
斎
藤
文
書
」
一
九
八
ー
1
5
）
。

（
4
7
）
　
『
海
之
日
本
』
第
＝
二
号
（
一
九
三
五
年
二
月
）
五
四
頁
。

（
4
8
）
　
『
海
之
日
本
』
第
一
〇
九
号
（
一
九
三
四
年
一
一
月
）
六
一
頁
。

（
4
9
）
　
同
前
、
一
二
～
一
三
頁
。

（
5
0
）
　
同
前
、
六
二
頁
、
『
海
之
日
本
』
第
＝
○
号
（
一
九
三
四
年
一
二
月
）
四
五
～
四
六
頁
。

（
5
1
）
　
『
海
之
日
本
』
第
＝
五
号
（
一
九
三
五
年
五
月
）
五
八
頁
。

（
5
2
）
　
海
軍
協
会
「
昭
和
九
年
度
事
業
及
会
計
報
告
」
（
「
斎
藤
文
書
」
一
九
八
ー
1
7
）
。

（
5
3
）
　
海
軍
協
会
『
昭
和
十
三
年
一
月
　
海
軍
協
会
要
覧
』
（
一
九
三
八
年
）
一
三
～
一
四
頁
、
二

　
　
二
～
二
三
頁
。

（
5
4
）
　
海
軍
協
会
「
昭
和
十
年
海
軍
軍
縮
会
議
二
関
ス
ル
国
論
指
導
要
旨
」
其
ノ
一
（
「
斎
藤
文
書
」

　
　
一
九
八
ー
4
7
）
、
同
其
ノ
ニ
（
「
斎
藤
文
書
」
一
九
五
1
1
2
0
）
、
同
其
ノ
三
（
「
斎
藤
文

　
　
書
」
一
九
八
ー
4
8
）
、
海
軍
協
会
「
昭
和
十
年
海
軍
軍
縮
会
議
二
関
ス
ル
講
演
論
文
資
料
」
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特
一
号
（
「
斎
藤
文
書
」
一
九
八
ー
4
5
）
、
同
特
二
号
（
「
斎
藤
文
書
」
一
九
五
ー
1
2
1
）
、

　
　
同
特
三
号
（
「
斎
藤
文
書
」
「
九
八
ー
4
6
）
。
「
国
論
指
導
要
旨
」
其
ノ
ニ
と
「
講
演
論
文
資

　
　
料
」
特
二
号
の
送
付
状
（
海
軍
協
会
副
会
長
有
吉
忠
一
名
の
も
の
。
「
斎
藤
文
書
」
一
九
五
ー

　
　
1
2
1
）
の
日
付
は
一
九
三
五
年
一
〇
月
三
〇
日
、
「
国
論
指
導
要
旨
」
其
ノ
三
と
「
講
演
論

　
　
文
資
料
」
特
三
号
の
送
付
状
（
「
斎
藤
文
書
」
一
九
八
ー
4
8
）
の
日
付
は
同
年
一
二
月
二
六

　
　
日
で
あ
る
。

（
5
5
）
　
『
海
之
日
本
』
第
＝
二
五
号
（
一
九
三
七
年
一
月
）
三
頁
。

（
5
6
）
　
『
海
之
日
本
』
第
一
四
二
号
（
一
九
三
七
年
八
月
）
四
九
頁
。

（神
田
外
語
大
学
外
国
語
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）
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、
二
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一
五
日
審
査
終
了
）
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The　Propaganda　of　the　Navy　in也e　l　930s　and　tlle　Concept　of　Developing　a

Na60na10rga］㎡zation：The　Development　of　the　Navy　league　and　its　Activi－

6es

TsucHIDA　Hiroshige

　　It　is　well㎞o㎜that　the　propaganda　of　the　Japanese　mili㎞y　following也e　Manchunan　Incident

exhibited　considerable　power　in　leading　public　opinion　in　the　direction　of　militarism．　However，皿til

now　research　has　centered　on　the　propaganda　of　the　Army，　with　little　attention　paid　to　the　Navy．

The　reason　for　this　is　that　the　contents，　scale　and　impact　of　Navy　propaganda　are　regarded　as　hav－

ing　been　in允rior　to　that　of　the　Army．

　　　The　biggest　reason　why　propaganda　of　the　Navy　did　not　match　that　of　the　A㎜y　can　be　found　in

the　wea㎞ess　of　the　Navゾs　popularity．　Propaganda　of　the　A㎜y　was　strong　because　the　Amly　was

able　to　use　the　reser司sts’association　that　had　many　members　among　the　people　and　played　the

role　of　inte㎜edi田y　between　the　mili助and　the　people．　The　fundamen白l　di旋rences　in也e　nahlre

of　amly　and　naval　forces　meant　that　an　overwhelming　majority　of　reservists　was丘om　the　Amly．

Consequently，　although　the　reservists’association　was　an　organization　for　both　the　Army　and　Navy，

it　was　in　ef民ct　an　army　organization．

　　　However，　during　the　1930s，　the　Navy　was　pressured　to　propagandize　the　national　defense，　as

was　the　case　with　the　Amly，　whereupon　it　tried　to　reinfbrce　its　weak　popularity．　The　method　cho－

sen　by　the　Navy　to　do　this　was　to　expand　the　Navy　League，　an　exis6ng　organiza60n．　With　the　guid－

ance　and　support　of　naval　au血od廿es，　the　Navy　kague　welcomed　as　its　new　cha㎜an　Makoto

Saito，　a　naval　senior　who　yielded　considerable　political　clout．　It　set　up　sub－branches　in　each　prefec－

ture　of　Japan　v口th出e　prefechlral　govemors　as　chai㎜en，　and　went　all　out　to　recruit　members．　They

put　considerable　eflbrt　into　propaganda　directed　at　preliminary　negotiations　for　the　Second　London

Naval　Disarmament　Con艶rence　held　in　1934　and　the　conference　proper　that　was　scheduled　fOr　the

fbllowing　year．　Their　assertions　represented　the　opinion　of　the　Japanese　Navy，　criticizing　the　cur－

rent　treaty　system　for　naval　disamlament　and　seeking　parity　in　arms　with　Britain　and　the　United

States．　This　organized　propaganda，　which　had　never　been　seen　at　earlier　disarmament　talks，皿ited

national　opinion　behind　hard　line　policy　and　resulted　in　Japan’s　withdrawal　from　the　intemaUonal

naval　disa㎜ament　treaty　system．
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